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STATISTIC STUDIES ON BACTERIA ISOLATED FROM 
   URINARY TRACT INFECTIONS (REPORT 5)
  Keishi Okada, Aiichiro Masuda, Hideaki Hoshino, 
Thoru Hihara, Noboru Nakajima, Toshifumi Kawashima, 
Hideshi Miyakita, Kazuaki Nishizawa, Miki Shiramizu, 
Yoshihiro Nagata, Yozi Katsuoka, Hidechika Kinoshita, 
Nobuo Kawamura and Masaaki Ohkoshi 
From the Department of Urology, Tokai University, School fMedicine
Tomoaki Sato and Masakatsu Ikeda 
From the Central Laboratory, Tokai University  Hospital
   We examined bacteria isolated from urine of patients in our urological department from 1985 
through 1987. A total of 2,566 strains were isolated from outpatients. They were 834 strains of 
gram-positive coccus (32.5%). E. coli (20.8%) was isolated most frequently, followed by Proteus 
sp. (12.6%), Enterococcus (9.6%), P. aeruginosa (6.7%), S. epidermidis (5.5%), and K. pneumoniae 
(3.7%) and others. A total of 784 strains were isolated from inpatients. They were 313 strains of 
gram-positive coccus (39.9%). Enterococcus (22.6%) was isolated most frequenly, followed by P. 
aeruginosa (10.1%), S. marcescens (9.7%), E. coli (8.2%), S. epidermidis (7.9%), and K. pneu-
moniae (4.3%) and others.Gram-positive bacterium occupied a larger proportion of the total-
isolates from both outpatients and inpatients, than in our previous examination. Fewer P. 
aeruginosa and Enterococcus were isolated from outpatients, and fewer P. aeruginosa from inpa-
tiens than previously. More S. marcescens were isolated from inpatients than previously. S. 
marcescens, E. cloacae, C. freundii, S. epidermidis, and S. aureus all isolated from outpatients 
showed a higher sensitivity to all drugs we tested than those isolated from inpatients.
(Acta Urol. Jpn. 36: 319-331, 1990)






薬 剤 デ ィス クの変 更 が あ った が,そ の後 の変 更 は な
い.
泌 尿器 科 領 域 で はchIoramphenicol(Cp),tetra-
cycline(TC),colistin(CL)の3剤は 現 在 ほ
とん ど使 われ る こ とが な く,最 近 ではnalidixicacid
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使用量を考慮した上で,で きれば3～4年 に1度 ぐら
いは改定した方が実情に即すると思われる.
方法および材料
1985年1月か ら1987年12月まで の3年 間 に,外 来 お
よび入 院 患者 尿中 か らIOscfu/ml以上 検 出 した す ぺ
て の細 菌 の うち,同 一 人 か ら検 出 した 菌 種 で,薬 剤 感
受性 か らみ て 同一湘噛 と推定 され る もの を 除 いて対 象
と した.
UTI研 究 会(代 表:大 越 正秋)の 提 唱 して い る
UTI薬 効評 価 基準2)では10+du/m1以上 を起 炎 菌 と
して い るの で,1987年度 に つい て は10'cfu/mlのも
のを 別 に 集計 して 菌種 分 布 を比 較 してみ た.
同一 菌 で あ る とい う判 定 は,デ ィス ク感 受性 試 験 の
結 果 が ま った く同 一 か,一 つ の薬 剤 で感 受 性 が一 段 階
しか 差の な い もの と した.
尿採 取 法 は 女性 で は導 尿,男 性 で は 中間 尿 を 原 則 と
した.
分離 され た細 菌 に つ い ては1濃 度 デ ィス ク(昭 和)
に よ り薬 剤 感 受性 を 調 べ,掛 と十を 感 性,十 と 一を 耐
牲 と した.





のi4薬剤 と,一 部 の 菌 種 ではNA,CLの か わ りに
cloxacillin(MCIPC),benzylpenicillin(PGG)
に つ い て集 計 した.
成 績
1)細 菌 分 離 頻 度(Table1)
1985～1987年の 各 年 度,外 来 で は そ れ ぞ れ951,
790,825株が,入 院 で4244,309,231株 が 検 出 され
た.3年 間 で 集 計 す る と,外 来 で はE.coli20.8%,
Proteussp.12.6%,Enterococcus9.6%,P.
aeruginosa6.7%,S.epidermidis5.5%,K.
pneumoniae3.7%の 順 と な り,各 項 目 以 外 の 非 酸 酵
グ ラ ム 陰 性 菌(otherNFGNR)11.6%,そ の 他 の 腸
内 細 菌(otherenterobacteriaceae)5.0%で計32.9
%と 菌 種 の 多 様 化 が 認 め られ る.
年 度 別 に み て も 各 年 度 共,同 じ順 位 で 大 き な 変 動 は
な い.

















順 と な る.
1987年度 に,104cfu/mi検 出 した 菌 種(Table2)
は 外 来 で はEnterococcusis,E.coli,S.epider-
midis,Corynebacteriumsp。各9,B群 溶 連 菌8,
P.aeruginosa6,GrampositiveBacteria(GPB)
5,P.mirabilis,S.aureus,α一Streptococcus各
4,r-Streptococcus3,の ほ かP.vulgaris 、
Moraxella,Alcaligenessp.,X.maltophilia,同
定 不 能 各2株 な ど計100株 に の ぼ り,グ ラ ム 陽 性 菌 が
半 数 以 上 を 占 め て い る.
一 方 入 院 の 方 で はEnterococcusl2,E.coli,P.
aeruginosa各5,S.epidermidis4,S.marces.
tens,A.anitratus,Corynebacteriumsp.,Ii.
pneumoniae各2株 そ の 他 合 わ せ て45株 と な っ て お
り,グ ラ ム 陽 性 球 菌 が 半 数 近 くを 占 め て い る 。
2)分 離 菌 の 薬 剤 感 受 性
外 来 お よ び 入 院 患 者 由 来 の 代 表 的 な 菌 種 に つ い て 薬




























Others 23 一 li
Total goo 45
上段 は 外来 患 者 由来 株,下 段 は 入 院患 者 由来 株 の感
受 性 率 で,3年 間 の平 均 感受 性 率 も示 した.P.mira-
bilisにつ い ては 入 院 患老 由来株 数 が 少 な いた め 記載
して い な い.
QIE.coli(Fib.1)
セ フ ェ ム,ア ミノ糖 系 薬 剤 の ほかCLの 感 受性 率
も良 好 で あ った が,FOM,ABPCが 外 来,入 院 とも



























































































































































































































































































































































































































































外来,入 院 と もに90%以上 の感 受 性 率 を示 した のは
PIPC,CMZ,CPZ,GM,TOBの5薬 剤 で あ り,
80%以上 はNA,70%以 上 はCP,60%以 上 の感 受 性
率 はCTMで あ った.CEX,CTMは 外 来 で の感 受
性 率 が良 く,CP,TCは 入院 の 方 で の感 受性 率が 高
か った.
●K.pneumoniae(Fig.4)
外来,入 院 と もに90%以上の 感 受 性率 を 示 した のは
CMZ,CTM,CPZ,GM,TOB,CLの6薬 剤 で80
%台 はCEX,TCで あ った.
PIPCは 外来 で83.3%であ った が入 院 で は58.8%
と大 きな差 があ り,同 様 の 傾 向はABPC,CEX,
CEZ,CPで も認 め られ た.
QP.aeruginosa(Fig.5)
外 来,入 院 と も90%以 上 の 感 受 性 率 を示 した の は
CLだ け で,80%以 上 はCPZ,70%以 上 ではPIPC
とな る.PIPCは 外来 で90.6%,入院 で72.2%と差
が 大 き く,CPZ(96.5%と84。5%),GM(83。6%と
63.3%),TOB(89.5%と68.4%)でも,外 来 と入
院 で差 が 大 きか った.
OS.marcescens(Fig.6)
最 も良 い成 績 を示 した のはGMで,外 来95.4%,入
院でs4.5%で,これ に 続 くのがPIPCの76.9%(外
来)と43.4%(入 院)で あ った,外 来 ではFOMの
52.3%,TOB50.8%が50%以上の 感 受性 率 を示 した
が,こ れ ら も入院 の 方 で はそ れ ぞれ14.5/00,31,6%と
低 感 感性 率 で あ った.
Q7E.cloacae(Fig.7)
外来,入 院 とも90劣 以上 の 感受 性 率 を示 した の は
CLだ け で あ った.外 来 で はPIPC,CPZGM ,
TOBが90%以 上 の 感受 性 率 で あ った が,入 院 の方 で
はPIPC36.8%,CPZ42.1%,と 大 巾に 感 受性 率
が低 下 した もの もあ る.ま たCPは 外来,入 院 と も
80%台で あ り,NAは 外 来 で は62.5%であ った もの
の,入 院 で は84.2%と比 較的 良 好 な成 績 を示 した.
●C.freundii(Fig.8)
E.cloacaeと同様,CLの みが90%以 上 の感 受 性
率 を外 来,入 院 ともに 示 した.外 来 で はCPZの87.5
%,PIPC,TOBの71.4%が これ に 続 くも の の,そ
れ ぞれ 入 院 で446.4%,32・玉%,39.3%と差 が 大 きか
った ・CTM・CPZ,TC,NAで も入 院 の方 で の感 受




































































































































グラ ム陽 性球 菌(GPC)で はNA,CLの 代 わ り
に 】蛭C欝C,P90を 使罵 した.
⑨Enterococcussp.(Fig.9)
ABPCが 最 も良 い 成績 であ る が,UCれ に 続 くのが
CPZ,C乳 …》C-Gであ る.そ れ ぞれ 外 来 で 嫁§1・G%・
83.3%,82.9%であ った が入 院 の方 で ば81.4%,82.5
%,7e.6Aeと感 感 雛率 が 多少 儀 下 した.
⑩S.epidermidis(Fig.10)
外 来,入 院 と もに90%以上 の感 受性 率 を示 した の は
CTMとCPZだ け で あ り,外 来 で の み90%以上 の
感 受 牲 率を しめ したの はCEZ、CPで あ るが,入 院
の 方 で も87.1%,85.5%とほ とん ど差 が なか った 。80
%以 上 の感 受性 率を 示 した の は 外 来 で 綜ABやC,
CEX,MCIPCで あ るが,入 院 では それ ぞれ61.3%,
4L9%,54,8%と差 が 大 きか った.
鯵 §.aureu§(難…;.圭韮)
外来,入 院 ともに90%以上 の 感受 性 率 を示 した のは
CP,TC,蟹C認Cで,磐 来 で ほCTM,C?Zも §§
%以 上 の 感 受性 率 を示 した ものの,そ れ ぞれ 入 院 では
59.3%,55.6%と感受 性 率 の低 下 が著 明で あ る.外 来
で1沼¢%奮 を 示 した のはC薮X,CEZで あ るが これ





































































































































して いる)入院 で39.9,,°0(各年 度 で45.4,41.2,32.6%と
減 少 してい る)と 前 回の 報告1)に比較 して 増加 して い
る.ま た前 々回 の報 告3)よりもや や 多い 。 しか し入 院
の方 で は45.4%から32.6%と減 少傾 向に あ り,TabIe
1か ら も明 らか な よ うにEnterococcus,S.epider-
midisの減 少 に よる と ころ が大 きい と思 わ れ る.
九大 の報 告4)ではIOgcfu/m童以上 を と って い る が,
1985～1986年で外 来 でGPC24.o/0,GNR71.7%,
入院 で はGPC26,9%,GNR64.1%と報 告 され て お
り,ま たUTI薬 効評 価 基 準2)(IO°cfu/mlをと って
い る)に よる 九州ll大学 とそ の 関連 病 院 に おけ る1981,
1982年度 の慢 性 複 雑 性UTI集 計5)のうち福 岡県 で
はGNRが72,9%を 占 め てい る,横 浜 市 大6)では
1982～1985年の4年 間 で,外 来 で はGPCが5.2%～
11.0%と報 告 して い る.一 方,香 川 大7)では1983～
1984年の 尿 中分 離 菌 の うちGPCが36.7%,GNR
が63.3%と報 告 して い るが,こ れ は泌 尿器 科 だ け の も
の では な い もの の,わ れ わ れ の成 績 に 近 い もの とい え
る,
1985～1987年の 間 で外 来 で は32.5%前後 の球 菌 が毎
年 検 出 され,入 院 の方 で は45.4%から41.2%,32-6%
と減 少 傾 向が 見 られ る こ とは 前 報1)での1983年32.5%,
1984年35.3%の比 率か ら考 え る とやは り,第3世 代 セ
フ ェムの 多用 に よる球 菌 系 の増 加 が一 段 落 した こ とが
最 大の 原 因 と考xら れ る.ま た 新 キ ノ ロン系 薬 剤 な ど
の新 しい 薬剤 の 登場 も球 菌系 の 減 少 に関 与 して い る と
思 われ る.
外 来 で は3年 間 を 通 じてE.coliが20%程 度 と最




前 報1)と比 較 す る と外 来 ではP.aeruginosaの減




われ の 成 績 とそ れ ほ ど差 が な か った が,横 浜 市 大6)で
はE,coliが 約85%を 占め,こ れ は外 来 患 者 層 の差
が 大 きい ため と思 われ る.
































































































































10.1%の順 とな って い るが,前 報 で5%に 満 た なか っ
たS.marcescensが9.7%と増 加 してい る.特 に1987
年 では13.0%とP.aeruginosaを上 回 る比 率 を示 す.
これ に 続 くの がE.coli8.2%,S.ep五dermidisの
7.9%であ る.九 大4)の報告 で もEnterococcusが
20.0%,16.3%と多 いが,Proteussp.が16.5%,
9.2%とわれ わ れ の施 設 の4.1%より多 い こ とが 目につ
く.ま たEnterobactersp.も7.6,12.4%とわれ わ
れ の施 設 の 平均3.4%よ り多 い.
九 州 泌 尿器 科 共 同研 究 成 績5)(1981,1982年)の慢 性
複雑 性 尿 路 感 染症 の 成績 では,E.coli16.3%,S,
marcescens14.2%,P.aeruginosa11.9%,E.
faecalislO.6%とE。coliの比 率 が高 く,E.faecalis
が 比較 的 少 な い印 象 で あ った.3年 聞 の 推移 を 見 て み
る と,Enterococcussp,S.epidermidisは外来,
入 院 ともに 減 少 傾 向 に あ り,S.aureusは外 来 で は
増 加 傾 向,入 院で は 減少 傾 向に あ った.
P.aeruginosa,S.marcescensおよ びP.aeru-
ginosa以外 のNFGNRは 入 院 の 方 で増 加 傾 向 に あ
り,otherenterobacteriaceaeは外 来,入 院 と
もに増 加 傾 向 に あ る が,E.coil(入院)の 増 加 傾
向,K.pneumoniae(入院)の 減 少 傾 向 が み ら れ
た.
つ ぎに10^cfu/mlの検 出菌 に つ い て,1987年度 だ
けを 調 べ てみ た(Table2)が,こ れ と1987年度 の
IOscfu!ml以上 の検 出菌 との比 較 を して みた.外 来 で
は104cfulml検出菌 の上 位o:.Enterococcus,S.
epidermidis,Corynebacteriumsp.,B群溶 連 菌,
GPBな どが 上位 を 占め て お り,E.coli,P.aeru・
ginosa,Proteusspが5%以上10%未 満 で あ って,
10scfu/ml以上 とは菌 種 構 成 が か な り異 な る.
入 院 の 方 で は,104cfu/mlの方 で もEnterococ-
cusspが29.3%,E.coli,P.aeruginosa12.020,
S.epidermidis9.8%と比 較的!06du/ml以上 で の
成 綴 と一 致 して い る.た だ し10<du/mlの菌 株 は外
来 の 方 では100株,入 院 の方 で45株 と,1987年度 の
105cfu!ml以上 の825株,231株に 加xた 場 合 そ れ ぞ
れ の104cfu/mlの構 成 比 率 は外 来 で10.8%,入院16.3
%と な り,今 後 さらに 検 討 を加 えた い.






































































































































前 報Dに 比 し,FOMの 感受 性 率が 外 来(79.6→
65.4%),入院(84.8→62.5%)ともに 低下 し,NA
(78.2→90.6%),CL(84.8→98.4%)の入 院 での
感受 性 率 が上 昇 した 以 外 変 化 が な い,こ の成 績 は九
大4)などの 報告 と大 きな差 が な いが,九 州泌 尿 器科 の
共 同成績5)に比 して,CEZ,TCの 成 績 は われ わ れ
の施 設 の ものが ま さ って い る,
(2)K,pneumoniae
前 報1)に比 し,外 来 ではCP(89.2→77.1%),
TC(91.6→82.3%)の 感 受性 率 低 下,入 院 で は
PIPG(40.9→58.8%),CPZ(81.8→97.1%),
TC(72.7→88.2%),CL(72.7→97.1%)の上 昇
と,NA(81.8→64.7%)の低 下 が 認 め られ た.こ の
成 績は 徳 島大8)の報 告 とほ ぼ一 致 して い るが,九 大 の
成 績 ではABPC,PIPCが われ われ の 施 設 よ り感 受
性 率が低 い もの の,他 は ほ ぼ 同様 の成 績 で あ った.
(3)P.mirabilis
外 来 での 成 績 しか な い が,徳 島 大B)の入 院患 者 で の
成 績,横 浜 市 大の 成 績 と差 が な く,九 州 共 同研 究 の 報
告 ゆ よ りは成 績 が 良 好 で あ った.
(4)Indole(1-)proteus
前 回 の報 告 に 比 して,外 来 で はCP(82.9→70.6
%),FOM(68.4→49.8%)の感 受性 率 低下 が あ り,
入 院 で は前 報 が16株の成 績 で あ った た め か,変 動 が著




受性 率 が 上昇 し,CP(100→84.6%),TC(81.3→
53.8%)は下 降 した.
今 回 の成 績 は入 院 の方 では 徳 島大 の 成 績8)より全体
に 感受 性 率 が 良 く,九 大 の変 形菌 の 成 績3),九州 共 同
研 究 の成 績4)よりも全体 に感 受 性率 が 良 か った,
(5)P.aeruginosa
前 回 の成 績Dと ほ と ん ど差 が な く,入 院 の 方 で
PIPG(84.2→72.2%),TC(36.6→26.6%)が差
の 大 きな もの で あ った,九 大4)の報 告 で は,外 来 で は
PIPC,CP,TCの 成 績 が わ れ われ の 成 績 よ り悪 く入
院 の方 では,CPは 感 受性 な し とされ て いた.徳 島 大
の 成績8)ではCPZ46・3/00,AGs37.5～50%とわれ






























































































































前 報Dに 比 し,入 院 のGM(48.0→64.5%),CL
(12.G→26.3%)だけ が 感受 性 率 の上 昇 を認 め,PIPC,
CMZ,CTM,CPZ,CP,TC,FOM,NAは 外 来,
入 院 ともに 感 受性 率 の低 下 が 著名 に 認 め られ,外 来 で
はABPC,TOBも 感 受性 率 が 低下 して い た.今 回
の 成 績 は徳 島 大 の報 告7〕と 一 致 し,外 来 の 方 で は
PIPC(17.0%)以外 は 九 大 の成 績4)とは ほ とん ど差
が な い と思 われ た.
(7)E.cloacae
前 報1)に比 し,外 来 で はPIPC(80.0→93.8%),
CTM(59.6→72.9%),CPZ(83.0→95.8%)の感
受 性 率 が 上 昇 し,ABPC(34.0→is.s%),NA
(76.8→62.5%)が低 下 した.入 院 では,GM(54.5
->84.2%)TOB(48.5->73.7%)CPC27.3-一>
84.2%),TC(33.4→78.9%)の感 受 性 率 が大 巾に
上 昇 した.九 大4)のEnterobactersp.の外来 での 成
績 と比 較 す る とGM,TCB,TC,NAの 感 受 性率
が高 か った.ま た 徳 島大 の 成 績8)とは 比較 的 類 似 した
成 績 であ ったが,わ れわ れ の 施設 の 方 が少 し感 受性 率
が 低 い よ うで あ った.
(8)C.freundii
前 報 で は外 来 患者 由来 菌 の成 績 の み で あ った が,今
回の 成績 と比 較 す る とCEX,CPZ,CLの みが 前
回 と変 わ らず,GM,TOB,TQFOM,NAは 感
受 性 率 が 大 巾に 低 下 した.
(9)Enterococcus
前 報1)に比 しCEZ(26.8→43.3%),CPZ(70.4
→91.4%)の上 昇が 目立 ち,GM(60.0→46.9%),
TOB(33.6→23.3%)の低下 が外 来 で 認 め られ た.
入 院で はCEZ(19.4→33.9%),CPZ(61.2→81.4
%),CP(69。9→82.5%)の上 昇 と,TC(43.7→
29.4%),FOM(88.4→69.5%)の低 下 が 見 られ た.
九 大 の 報告4)ではPIPCも 外 来 で95%と 高 い成 績
を 残 して お り,Cephemで は それ ほ ど差 が な い もの
の,GMで 少 し九 大 の成 膚 が 良 く,TOB,CPで は
差 が な か った.
徳島 大8)のE.faecalisの成 績(入 院)を み る と,
ほ ぼ九 大(外 来)の 成 績4)に類 似 した も の でPIPC
は83。5%の成 績 で,CPZ4.8%,FOM41.9%と わ


































































































































外 来 ではGM(88.3→74.5%),入 院 で はABPC
(81.6--X61.3%)CEX(816-一>41.9%)GM
(606->50.0%)TOE(50.0->29.0%)FOM
(50.0→37,1%)の感 受 性 率 低 下 が 認 め ら れ た.
MCIPCは 入 院 の方 で54.8%の感 受 性 率 であ った.
徳 島大 の 報告8)(入院)と はABPC,CEZ,CTM,
CPZで わ れ われ の 方 が成 績 が 良 く,FOMで 低 い成
績 で あ った.
(11)S.aureus
前 報1)に比 し,外 来 で はGM(89・3→72・0%),




%)と セ フ ェ ム,ア ミノ糖系 薬 剤 の 感受 性 率 低下 が 著
明 であ った.一 方MCIPCは 外 来,入 院 ともに90%
以上 の高 い 感 受性 率 を 示 したが,PCGは そ れ ぞ れ
40.2%,33.3%の成 績 で あ った,外 来 と入 院 で各 種 細
菌 に対 す る 感 受性 率 に 差 が あ るか ど うか 検 討 してみ た








CTM,CPZ,GM,TOB,FOMで あ り,感 受 性 率
が 入 院 の 方 が15%以 上 良 か った の はS.marcescens
のCL,E.cloacaeのNAだ け で あ っ た.
前 者 に 該 当 す る 薬 剤 と し て グ ラ ム 陰 性 各 菌 種 で は
PIPC,GM,TOBが,グ ラ ム 陽 性 菌 で はABPC,


































































































































前 報か ら続 け て見 る と,外 来 で は球 菌 系 が32.5%前
後 と増 加 した ま ま安定 して お り,入 院 で は1985年の
45.4%から32.6%と減 少傾 向が認 め られ た.こ れ は 第
3世 代 セ フ ェ ムの使 用 が適 正 化 して きた こ とに 大 きな
原 因 があ る と思わ れ るが,他 に も新 キ ノ ロ ンな どの使
用 と無 関 係 で はな い と思 わ れ る.
外 来 で はP.aeruginosa,Enterococcusの減 少 が
目立 ち,入 院 の方 で はP,aerugenosaの減 少 とS.
marcescensの増 加 が 目に つ いた.
薬 剤 感 受性 につ い て はS.marcescensに対 す る多
くの薬 剤 の 感受 性 率低 下,E.doacaeで の い くつ か
の薬 剤 の 感 受性 率 向 上 が あ った.S.epidermidis,S.
aureusの入 院患 老 由 来菌 に 対 して は 多 くの 薬 剤 の感
受 性 率 が 低 下 した がEnterococcusでは そ れ ほ ど大
きな 差 は認 め られ なか った.
1987年度 だけ で は あ る が10*cfu/mlの検 出 菌 と
lOscfu/ml以上 の検 出菌 との菌 種構 成 を 比 較 した が ,
入 院 の方 では 比 較的 一 致 して い る よ うに思sxたが,外
来 で は104cfu/mlにグ ラ ム陽性 菌 が 多 く,106cfu/ml
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